









Formation and Development of the Diary Culture
in the Heian Court : Separation and



























































「調連淡海・安斗宿禰智徳日記」とある壬申の乱の記録、 『正倉院文書』天平十八年二月・三月の具注暦への書き入れ どが とされ
なったが、私日記でも「公」的な意味を持っていたため、 「家」を超えて借用・活用されて多くの写本が製作された。日記の活用は部類記や儀式書を生み出し、他の階層にも広がって神社・寺院 諸資料の作成に発展するなど、 本社会全体の知の体系 形作った。すなわち、日 を付ける習慣と過去の日記を伝承・利用する「古記録文化」は日本的な文化の根底となった あり、その歴史的意義が解明され ければならない。　
ところが、これまでの研究では個々の日記の分析や「家」という































































































































































































































































































































































































































































































































































巻にないので目録の製作者を特定することもでき いが、記主の忠平か抄出者の実頼が別記との関係を示 た可能性 。　『貞信公記抄』は具注暦記
（具注暦に記されていた記事）
を書写し

































































勢大神宮正殿の造替を検討する があるこ は不可解 あ 何より、十七日条の中使
（天皇からの使）
として来た橘公輔から尋ね
られた忌部が 璽の鏡剣を奉るべきか否かという記事 違い、誰とのやりと なのか明記されていない。また、十六日
（癸卯）
条は























忠平の年譜的な注記を付けていることは重要である。延喜七年が『貞信公記』の起筆であるかは不明だが、少なくとも実頼が書写する段階では、これが始まりと認識されていたことを意味するからである。そして、先に考察したように、同年五月の記載がなく、また延長年間までの記載が極めて簡略だったことは、具注暦に記され日記の原初形態を示し それ以降に記載を多くしていっ と見ることができ、その に、具注暦記と別記の書き分け方法が模索された可能性も十分に考えられる。　
具注暦記と別記の書き分けの創始については慎重に検討されるべ
きであるが、そのような筆記 含め 忠平の『貞信公 』が以後の歴史に与えた大きさは計り知れない 彼が生涯にわたって日記を付け続けたことで 日記を付けるという行為は役所 仕事ではなく、生活・信仰と一体になり、それを子孫に書写させたこ で、私日記も公的な意味を持って活用されることになったから ある。後の とは異 り、 『貞信公記』に先行する私日記の引用・指摘が一切認められないことが、何よりも歴史 転換を象徴している。すなわち、忠平は、貴族が日常の行為 して 、そ を社会的に保存・活用する いう「古記録文化」を形成させた最大 功績者であった。



















































































も「天暦九年正月御八講故殿御記」とあり、 任が作成する以前に部類形式の『清慎公記』があったことは明らかである。実資は晩年に至るまで事あるごとに『清慎公 』 参照している 、そ 内容の詳しさと検索の正確さを考え合わせると、部類形式の『清慎記』を所持していたと思われる。それを編纂
（類聚）
された部類記































































































































也、 」とある記事で、二代 天皇の『御記』をまとめたのは院政期に下る可能性が 。けれども、 『宇多天皇 で試みられなかった類聚という作業が『醍醐天皇御記』から見られることは、ちょうど忠平の時代、またはその子息たちの時代に日 に対する意識が変化し、 『御記』も「古記録文化」の中に組み込まれ ことを象徴している。　
残念ながらこの二代の『御記』については、その形態を復元でき



















































と考え もできる。先述したように、同時代の『外記日記』も部類形式で書かれて保存・活用されていた。忠平の影響を受けたであろうし、村上天皇自身が『御記』を部類形式で残す必要性 感じていたのだとすれば、自らの日記に部類形式の別記を付ける方法も採用していたこ は十分に考えられる。　『清慎公記』と『村上天皇御記』については確実な史料がなく想像の範囲であるが、時代情況を考慮す ば、具注暦記と並行して部類形式 別記を付け、そ ちの後者の方がより多くた可能性は否定できないで 。特に『清慎公記』については、実頼が父の『貞信公 』を書写していること、さらに弟師輔の『九暦』にも同様 態が認められ ことから、その可能性 高い。次に『九暦』について少し詳しく検証 た 。
五
　『九暦』




























































本の第一巻には、表紙外題に「九条殿記」 、表紙見返しに「臨時」とある。近世の き入れではあるが「別記」と呼ばれ、 「年中行事と「臨時」に分かれていたことがわかる。　
これらの成立時期は不明で、 「原九暦」からの編集とする見解を



























































































































であり、具注暦記と複数 別記 に別々に書かれ いたものを子息のために統一
（合体）
させて現在の『親信卿記』の形態にしたの
である。その際 必ずしも具注暦記の記載が優先されるわけではなく、より詳しい「別記」の記載を先にしたり、正確に具注暦記に組み込めなかった部分があったはずで、他の条文の異例日付表 などの不備もこの見解に基づいて十分説明できる。これまで『親信卿記』に「別記」があ て復元時 優先されていた いう指摘 なされてきたが、あくまで「一旦 類に分けられた 事」を「同じ日にかけて復元した操作の跡」と見なされてきた。しかし 親信が並行して具注暦記と部類形式 別記を付けて たとすれば、自身による日記の編集は二回ではなく一回ということになる。　『親信卿記』には各条文に項目名を注記した首書標目
（首付）
が





























が作成 、そ から再び「日次記 形に復元
（還元）
されたと







































































































































































































の一項目に部類された「立坊」 別記の記載であったと考えら る。また「別記」との注記がなくとも儀式次第を細 く記している記事は別記からの挿入であった可能性があり、それらを検証するこ で、部類形式の別記にどのような項目があったかをある程度復元できる。　
なかでも重要なのは、 『親信卿記』と同様に死亡や薨奏・錫紵・


























































































生の節目があったというような機会を利用してなさ ていたことを意味している。摂関期の日記については、 『権記』のように現存のもの以上に記事があったこ が逸文の存在から明らかであるも多く、その起筆・擱筆を探る手がか とされてきた。けれども、
八月廿七日、戊辰」 「寛弘八年九月十五日、乙酉」 「寛弘八年十月十六日、乙卯」などとあることから、一条天皇に関する譲位・出家・崩御・葬送などについては死亡を扱った巻の別記がかなりの部分を占めていると考えられる。　
ところが、長い儀式次第が書かれている記事すべてが別記という




























































































































































































れた改変のように思われる。そのような大胆な書き換えを い得たのは、記主である行成を い 外には考えられないのではないだろうか。そして、そ 書き換えが、先に指摘した一条天皇 崩御を契






































































を維持しながら、自らの手で責任のある を し うという姿勢が平親信と藤原行成という蔵人経験者二人に見られることは、「古記録文化」が一条天皇朝で新たな段階に展開したことを物語っている。ただ、親信は三年分 行成は寛弘八年
（一〇一一）
までと






で日記を付けていたと思われる まとまった年の巻 なく、儀式書・部類 などに引用された条文
（逸文）
が伝わるだけである。こ





























活用された可能性も高い。けれども、日記帳との照合 手間がかかったであろうし、新たな価値観に基づく検索が必要に るとかえって融通が利かないことがわかったのではないだろうか。そこで保存・参照用として日記帳と統合し 完全編年化
（年月日順）
の統





































日記研究の主要論文目録」 （初出は一九四七年） 、 「日記とその遺品」 （初出は一九七九年） 、同『古記録学概論』 （吉川弘文館、一九九〇年） 、木本好信『平安朝日記と逸文の研究
――
日記逸文にあらわれたる平安公卿の世界』












所功編『三代御記逸文集成』 （国書刊行会、一九八二年） 。なお、 『政事要




































部第一章「遣外使節と求法・巡礼僧の日記」 （初出は二〇 一年） 。
（
4）　
和田英松『国史国文之研究』 （雄 閣、一九二六年）第一八「日記 就い





























16）書第三部「 『北山抄』と『清慎公記』 」 （初出は





























































第一章第四節「口伝と教命――公卿学系譜（秘事口伝成立以前） 」 （初出は一九四〇年） 、黒板伸夫『摂関時代史論集』 吉川弘文館、一九八〇 ）第二部「藤原忠平政権に対する一考察」 （初出は一九六九年 。
（













理大学出版部、八木書店発売、一九 〇年） 、桃裕行『古記録の研究（上） 』
38






















部第三章「 『貞信公記』と暦」 （初出は一 八四年） 。
（
30）　『九暦』の逸文として最も古い延長八年八月十七日条（ 『仁和寺記録




いる。陽明叢書一七記録文書篇 六輯『平記・大府記・永昌記・愚昧記』 （思文閣出版、 一九八八年）所収。以外 写本は「天禄三年記」 「天延元年 「天延元年・同二年記」 「天延二年記」の四種に分けられている。渡辺直彦『日本古代官位制度の基礎的研究
　
増訂版』 （吉川弘文館、一九七八年）第五篇
第五章第三節「蔵人方行事と『親信卿記』 」 （初出は一九七八年） 。山本信吉

























集秘記』所引「清凉記」の傍注に「延喜七年九月十一日御記抄云、 」とあることから、 「延喜御記抄 も天暦年間（九四七～九五七 初年に遡り得るいう。所功前掲註（
22）論文、同『平安朝儀式書成立史の研究』 （国書刊行




13）書第一篇第四章「 『九暦』と『九条年中行事』 」 （初出
































〔吉川弘文館、 一九九八年〕所収） 、 同『中世の日記の世界』 （日本史リブレット
30、山川出版社、二〇〇三年） 、同「 『民経記』 （藤原経光）――「稽古」
に精進する若き実務官僚」 （元木泰雄・松薗斉編 『日記で読む日本中世史』 〔ミネルヴァ書房、二〇一一年〕所収） 。
（
41）　『冊命皇后式』 （京都御所東山御文庫記録乙二十八所収）と『立后雑事抄』
（柳原家記録十一所収） に 『権記』 の彰子立后関係記事がある。 『大 本史料』第二篇之三では長保二年二月二十五日条に収録した『権記』の記事について『冊命皇后式』所収逸文を用いて補正し、倉本一宏『藤原行成「権記」























































































る『村上天皇御記』康保三年秋分 始まり、 同月十六日に「康保三年夏御記」 、廿六日に「康保三年冬御記」 、 月一日に「康保二年春御記」 、二日に「同年夏御記」 、五月廿五日に「天暦 御記二巻・ 冬一巻 六月五日に「天暦八年冬巻」 、十九日 村上御 天暦四年夏巻」と年次別の 御記』が書写・奏覧され おり、これが具注暦記と部類形式の別記の統合版であったとも考えられる。そうだとす ば、日記の統合版の作成は一条天皇の意向に沿ったもので、 「古記録文化」の展開が決定的だ ということ
